〔庶様式２１〕
風水害等事故発生速報

　　　　　　　　　　 ○○    年    月    日    時    分現在
	区　　　　　　分
	被　　　害
	
	

	
	人員・数量
	金　　額
	
	

	児 童・生 徒
	人的被害
	死　　　　亡
	 　　　　　人
	―
	作成者職・氏名
	

	
	
	
	 　　　　　人
	―
	所在地
	

	
	
	負傷
	重　　傷
	 　　　　　人
	―
	連絡先
	-　　　-

	
	
	
	軽　　傷
	 　　　　　人
	―
	
	

	
	住居被害
	床上浸水
	 　  cm
	―
	
	

	
	
	床下浸水
	 　  cm
	―
	
	

	
	
	その他の被害
	
	―
	
	

	教職員
	人的被害
	死　　　　亡
	 　　　　　人
	―
	被 害 状 況 ・ 応 急 措 置 状 況 等
	（例）運動場敷地土量 300ｍ3 流出

	
	
	
	 　　　　　人
	―
	
	

	
	
	負傷
	重　　傷
	 　　　　　人
	―
	
	

	
	
	
	軽　　傷
	 　　　　　人
	―
	
	

	
	住居被害
	床上浸水
	 　  cm
	―
	
	

	
	
	床下浸水
	 　  cm
	―
	
	

	
	
	その他の被害
	
	―
	
	

	施設設備
	建物
	要新築
	全　壊
	 ( 　) 　　㎡
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	
	
	半　壊
	 ( 　) 　　㎡
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	
	

	 　　―
	 ( 　)
 　　　　万円
	
	

	
	
	小　　計
	 ( 　) 　　㎡
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	そ
の
他
	工　作　物
	
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	
	土　　　地
	
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	
	設備（備品）
	
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	
	小　　計
	―
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	合　　計
	―
	 ( 　) 　万円
	
	

	
	
	 ( 　) 　  cm
	―
	
	

	
	
	( 　) 　  cm
	―
	
	

	
	その他の被害
	
	―
	
	


（注）
　(1) 重傷とは、１ヵ月以上の治療を要する見込みの場合をいい、軽傷とは、それが１ヵ月未満の場合をいう。
　　　（いずれも医師の治療を受け、又は受ける必要のある場合をいう。）
　(2) 施設設備の被害区分については、「公立学校施設設備国庫負担金等に関する関係法令等の運用細目」
      （昭和32年４月４日文施助第62号）の定めるところによること。
  (3) 「施設設備」欄の（  ）には、学校給食施設設備に係るものを再掲すること。
  (4) 被害金額は、復旧に要する費用を掲げること。
  (5) 床上浸水又は床下浸水が他の被害と重複している場合は両方の欄に掲げること。
  (6) 住居被害の「その他被害」の欄には、全壊、半壊、雨漏り○箇所等具体的に記載すること。
[bookmark: _GoBack]  (7) 「被害状況・応急措置状況等」欄には、被害状況についての具体的説明及び既に実施し、又は実施しようとしている応急措置、その他参考となる事項を掲げること。
